
崩土
露頭多段差地形（古い）が多く認められる不安定岩塊（破線）緩斜面 崩壊跡（不明瞭） 崖錐ポケット式落石防護網亀裂亀裂 遷緩線

ヘアクラック
段差地形（古い）が多く認められる
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新しい段差地形段差地形（古い） ④崩壊地背後斜面④崩壊地背後斜面④崩壊地背後斜面④崩壊地背後斜面：調査対象：調査対象：調査対象：調査対象③隣接モルタル吹付斜面③隣接モルタル吹付斜面③隣接モルタル吹付斜面③隣接モルタル吹付斜面（終点側（南側））（終点側（南側））（終点側（南側））（終点側（南側））：調査対象：調査対象：調査対象：調査対象①崩壊地①崩壊地①崩壊地①崩壊地：調査・対策対象：調査・対策対象：調査・対策対象：調査・対策対象
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４．３ 調査・対策の必要範囲の検討①崩壊地（終点側の顕著なモルタル変状箇所含む）①崩壊地（終点側の顕著なモルタル変状箇所含む）①崩壊地（終点側の顕著なモルタル変状箇所含む）①崩壊地（終点側の顕著なモルタル変状箇所含む）
• 終点側の変状が顕著なモルタル吹付も含めた落ち残り岩塊が残存した状態にあり、落石・法面対策が必要である。
• 崩壊崖に露出する岩盤についても、急立かつ節理が発達しており、法面対策が必要である。
• このため、上記を念頭においた調査を計画する。②隣接モルタル吹付斜面（起点側（北側））②隣接モルタル吹付斜面（起点側（北側））②隣接モルタル吹付斜面（起点側（北側））②隣接モルタル吹付斜面（起点側（北側））
• 熱赤外線調査による温度差は終点側斜面に対して小さく、モルタル吹付にも顕著な変状は確認できない。終点側に比して、対策の優先度は低いが、崩壊地近接部に緩斜面が分布することから調査を行い対策工の必要性を判断する。③隣接モルタル吹付斜面（終点側（南側））③隣接モルタル吹付斜面（終点側（南側））③隣接モルタル吹付斜面（終点側（南側））③隣接モルタル吹付斜面（終点側（南側））
• 崩壊地から約15mの範囲を除きモルタル吹付に顕著な変状は確認できないものの、斜面の変形を示唆する地形が確認できる。熱赤外線調査においても温度差が大きいことから、調査を行い対策工の必要性を判断する。④崩壊地背後斜面④崩壊地背後斜面④崩壊地背後斜面④崩壊地背後斜面・背後に段差地形が認められることから、稜線までの範囲において緩み（すべり）の有無の確認を目的とした調査を計画する。 ➣
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４．４ 調査計画（２）（２）地質構造及び緩み,風化状況の把握、変動有無の把握・崩壊地および周辺における風化、緩み層厚の確認がポイントと認識・範囲決定に際してはボーリング調査を必須とし、崩壊地内での調査の補完、岩盤の構造(層理面・節理面)の把握が重要・主な調査法として、図3の手法が挙げられる⇒ボーリング調査の上で，ボアホールスキャナー解析を実施，風化・緩み域や地質構造を確認する。

風化・緩み域の調査方法

案 第1案 第2案
メリットデメリット適用性次回までに調査可能か総合評価
イメージ 弾性波探査 ボアホールスキャナ―解析

・非破壊調査・測線毎にのり面全体の調査が可能・ボーリング調査が困難な崩壊地内の地質も把握可能・のり面を打撃したときの弾性波が物性(P波速度、S波速度および密度)の異なる境界で屈折や反射などの現象を生じることを利用して、地山風化状況を調査する・吹付の劣化や吹付と地山のわずかな空洞を捉えることは困難調査可能だがボーリング結果との対比等，総合判断については時間を要する ボーリングと共に実施する。搬入がモノレール架設、かつ延長が長いためモノレール完了程度が見込まれる。○ 〇・調査実績が豊富であり、対象地において適用性あり
調査概要 ・ボーリング孔の内部に小型のCCDカメラを入れた測定器（プローブ）を挿入し、孔壁の360度展開画像を取得する地盤調査の手法・カメラに収録された映像により、地山孔壁の構造を観察可能・非破壊調査・ボーリングコアでは判定困難な層理面、節理面の構造と割れ目の開口幅を把握可能・ボーリング削孔日数が増え、調査にやや時間を要する・調査実績が豊富であり、対象地において適用性あり・特に亀裂が開口した岩盤の緩み域把握に有効性が高い
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４．４ 調査計画（２）調査項目調査項目調査項目調査項目 数量数量数量数量 備考備考備考備考ボーリング調査 ７孔 崩壊地隣接モルタル吹付斜面、崩壊地背後斜面の現地状況を踏まえ、計画。鉛直孔にパイプ歪計,（地下水位計）を設置ボアホールスキャナー調査 ７孔 全てのボーリング孔で実施弾性波探査 熱赤外線調査結果を踏まえ計画（２）地質構造及び緩み,風化状況の把握、変動有無の把握

調査計画図調査計画図調査計画図調査計画図
崩土 露頭多段差地形（古い）が多く認められる不安定岩塊（破線）緩斜面 崩壊跡（不明瞭）亀裂亀裂 遷緩線終点側終点側終点側終点側（新宮）（新宮）（新宮）（新宮）

起点側起点側起点側起点側（上北山）（上北山）（上北山）（上北山）
段差地形（古い）が多く認められる

0000 10101010 20202020 30303030 40404040 50 (m)50 (m)50 (m)50 (m)
新しい段差地形段差地形（古い）
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BV-2

BV-3

BV-4

BV-6

BV-5

BH-1

➣
測線A測線B 測線C

測線D測線E 測線A

崩壊面の地質構造に規制されて拡大する緩み（すべり）崩壊面より深部の稜線まで及ぶ緩み（すべり）
ボーリング調査は、発生した崩壊規模相当で拡大ボーリング調査は、発生した崩壊規模相当で拡大ボーリング調査は、発生した崩壊規模相当で拡大ボーリング調査は、発生した崩壊規模相当で拡大する緩み（すべり）と稜線まで及ぶ緩み（すべり）がする緩み（すべり）と稜線まで及ぶ緩み（すべり）がする緩み（すべり）と稜線まで及ぶ緩み（すべり）がする緩み（すべり）と稜線まで及ぶ緩み（すべり）が存在する可能性を想定し、計画した。存在する可能性を想定し、計画した。存在する可能性を想定し、計画した。存在する可能性を想定し、計画した。
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４．４ 調査計画（２）原位置試験および計器設置案は以下の通り。礫混土 軟岩 SPT※１ BHカメラ※2A 崩壊地中央 BV-1 15.0ｍ 0.0ｍ 15.0ｍ パイプ歪計 〇 〇 パイプ歪計・水位計 崩壊地末端部の緩み深度・地質構造の確認 BA 崩壊地中央 BV-2 25.0ｍ 2.0ｍ 23.0ｍ パイプ歪計 〇 〇 パイプ歪計・水位計 崩壊地背後の緩み深度・地質構造の確認 ABE 崩壊地終点側不安定岩塊崩壊地背後斜面を含む緩み(すべり) BV-3 20.0ｍ 0.0ｍ 20.0ｍ パイプ歪計 〇 〇 パイプ歪計・水位計 崩壊地終点側不安定岩塊の緩み深度・地質構造の確認 BB 崩壊地終点側不安定岩塊 BV-4 20.0ｍ 2.0ｍ 18.0ｍ パイプ歪計 〇 〇 パイプ歪計・水位計 崩壊地終点側不安定岩塊背後の緩み深度・地質構造の確認 AC 崩壊地隣接斜面(終点側) BH-1 20.0ｍ 0.0ｍ 20.0ｍ VP有孔管 ー 〇 ー 崩壊地隣接斜面(終点側)の緩み深度・地質構造の確認 CD 崩壊地隣接斜面(起点側) BV-5 20.0ｍ 2.0ｍ 18.0ｍ パイプ歪計 ー 〇 パイプ歪計・水位計 崩壊地隣接斜面(起点側)の緩み深度・地質構造の確認 CE 崩壊地背後斜面を含む緩み(すべり) BV-6 40.0ｍ 2.0ｍ 38.0ｍ パイプ歪計 ー 〇 パイプ歪計・水位計 背後斜面を含む緩み(すべり)外の地質構造の確認 C＊１  SPT：標準貫入試験。抑止工検討時の基礎資料。別孔で実施し、緩みがない岩盤に到達した時点で試験終了。＊２  BHカメラ：ボアホールカメラ。開⼝⻲裂の有無及び⽅向や構造、地下⽔の有無を確認。
 ＊３  作業優先度：調査結果によらず対策が必要な崩壊地の調査を優先するものとし、下記のとおりとした。      優先度 A すぐに着手できる崩壊地背後のボーリング   優先度 B 調査のための仮吹きが必要な崩壊地内のボーリング   優先度 C 隣接斜面、想定緩み（すべり）外のボーリング

調査目的 作業優先度※3測線 測線位置 孔番 延⻑ 岩級区分 保孔管の種類 原位置調査 計測器



崩土
露頭多段差地形（古い）が多く認められる不安定岩塊（破線）

緩斜面 崩壊跡（不明瞭）亀裂亀裂 遷緩線
終点側終点側終点側終点側（新宮）（新宮）（新宮）（新宮）

起点側起点側起点側起点側（上北山）（上北山）（上北山）（上北山）
段差地形（古い）が多く認められる

0000 10101010 20202020 30303030 40404040 50 (m)50 (m)50 (m)50 (m)

新しい段差地形段差地形（古い）
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４.５ 調査や応急対策に当たっての監視計画伸縮計S-１~S3
伸縮計S-6

監視カメラ
監視カメラ 雨量計赤色回転灯

赤色回転灯
伸縮計S-4~5

崩壊地直下での調査時：安全確保のため，伸縮計を設置斜面下方での応急対策に当たっては赤色回転灯や監視カメラ等も設置
崩壊面に吹付工を施工し新たなクラックの有無・クラックの変動状況を監視

➣


